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研究成果の概要： 本研究の成果は、ブリテン諸島（現イギリス・アイルランド）地域の歴史

をヨーロッパおよび大西洋の関係のなかでとらえなおし、古代から今日までの期間について、

自然環境から民族、宗教、秩序のなりたちまで含めて考察し、そこに政治社会をなした人々の

アイデンティティが複合的で、かつ歴史的に変化した点に注目することによって、旧来のホウ

ィグ史観・イングランド中心主義を一新した、総合的なブリテン諸島通史にむけて確かな礎を

構築したことにある。 
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１．研究開始当初の背景 

 イギリス史が特別の意味をもったのは、福
沢諭吉以降の近代日本の知識人には限らな
い。ギゾー、リストやマルクス、ヴェーバー
など、文明と歴史を真剣に考えた 19 世紀以
来の各国の知識人の多くは、英国を準拠枠と
して表象していた。他国に比してすぐれた、
ないしは世界史の先頭をゆくブリテンを模
範とし、その経験を教訓として学ぼうとする
か、あるいは世界資本主義の根本矛盾が現れ

ているとしてそれを解析しようとしたので
ある。 

 こうした情況はしかし、20 世紀半ばからゆ
っくり転変する。進歩主義・定向進化論の崩
壊、脱植民地主義とポストモダニズムととも
に、近代的要素の起源と足跡を明らかにし賞
揚するといった立場は疑問視され、西欧とく
にイングランドの中心性は自明のものでな
くなった。社会史へ、地域史へ、複合国家・
多文化研究へ、といった動きは、歴史学にお
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けるだけでなく現代の知の変貌のあらわれ
といってよい。イギリス・英国・イングラン
ド・ブリテン・諸島などの概念の区別と連関
について批判的に取りくむ研究が 1970 年代
から英米などで蓄積されている。そうした各
地域とヨーロッパ、大西洋圏など海外とのつ
ながりもまた、歴史的由来とともに再認識さ
れている。 

 こうした歴史観・文明観における大きな動
きに加えて、歴史学の営みもまた、史料革命
というべき局面をむかえ、サイエンスとして
高度化した。その一つの現れが「修正主義」
とよばれる新展開である。これは歴史観・文
明観の転変とも密接不可分の現象である。し
かし、実証的に精緻化された今日の専門的歴
史学は、大きな歴史の流れや時代のとらえ方
を呈示することなく、些末主義に陥っている
かにもみえる。 
 

 

２．研究の目的 

 本研究は、地理的にブリテン諸島（British 

Isles）とよばれる島嶼の歴史をヨーロッパお
よび大西洋の歴史のなかで位置づけなおし、
古代から今日まで、環境、民族、言語、宗教、
そして秩序のなりたちまで含めて大きく考
察すること、現今の研究水準によって一新し
た、総合的なブリテン諸島史を構築すること
を目的とし、各分野においてフロンティアに
たつ研究者の分業・協力をめざす。代表者と
分担者は勤務校・出身大学を異にするが、す
でにさまざまの機会に交流と討論の場をも
ち、継承されてきた歴史像・研究史を革新し
再構築する必要、国際的協力によって研究・
教育における彼我の隔絶を埋める必要につ
いて、意気投合している。海外研究者との密
接な連携も約束されている。「イギリス史」
の革新が直近の課題であるが、本研究によっ
て西洋史だけでなく、歴史学における複合国
家、多文化、広域システムの研究に貢献する
であろう。 

 

 

３．研究の方法 

 この研究課題のための準備企画はいくつ
かあった。まず代表者の専門である「長い 18

世紀」については、近藤和彦（編著）『長い
18 世紀のイギリス － その政治社会』（山川
出版社、2002）があり、８名の研究者がグレ
ートブリテン、アイルランド、北米植民地に
おける政治社会を分析し、フランスのアンシ
ァン=レジームとの対比をおこなった。 

 また 2003 年９月には「イギリス史におけ
る国家と帝国」という共通論題をかかげて京
都にて第４回日英歴史家会議（AJC）を開催
し、海外から研究者９名を招聘し、３日間の
濃密な討議を重ね、顕著な実をあげた。その

記録は、Kazuhiko Kondo (ed.), State and empire 

in British history: proceedings of the 4th 

Anglo-Japanese conference of historians (Tokyo, 

2003) という報告・討論集として刊行されて
いる。こうした企画から継承する学問的資産
は少なくない。 

 本研究は従来の「イギリス史研究」の隘路
を突破する意味をもつので、その遂行のため
には、まずこれまでの研究蓄積について周到
な整理と分析が必要であった。とりわけ 1970

年代後半から蓄積されてきた「修正主義」の
方法と成果についての吟味は欠かすことが
できない。この課題のために、関連する刊行
史料・研究文献・データベースの収集と批判
的分析をすすめ、また研究会をくりかえし、
英語圏への研究旅行を積極的におこない、内
外の協力研究者との討論・セミナーなどを精
力的に実現した。 

 海外共同研究者としては、ケインブリッジ
大学教授=王立歴史学協会会長ドーントン
（Martin Daunton）、ケインブリッジ大学教授
=英国学士院副会長モリル（John Morrill）、ロ
ンドン大学教授=歴史学研究所所長ベイツ
（David Bates）の３人をはじめとする一線の
歴史家から、緊密な協力を仰いだ（いずれも
当時のポスト）。代表者は王立歴史学協会の
フェロー、歴史学研究所のフレンドである。
他の研究者もまた、専門に応じて英米を中心
とする海外研究者と交流し、email を交わし、
王立歴史学協会、歴史学研究所などの施設と
資産を利用してきた。 

 

 

４．研究成果 
 所期のとおり、従来の「イギリス史研究」
の隘路を突破するために、研究蓄積について
批判的なサーヴェイを加え、とりわけ「修正
主義」の方法と成果については十分に慎重に
吟味した。物品費と国内旅費を充てて、関連
する刊行史料・研究文献・データベースの点
検と批判的分析をすすめ、小セミナーおよび
合宿研究会をくりかえした。国際交流・国際
発信にも積極的に取りくんだ。海外旅費は、
連合王国・ヨーロッパ・北米・アジアにおけ
る国際会議への参加および調査研究旅行の
ために支出された。史料調査ばかりでなく各
専門研究者との学術情報および意見の交換
は首尾よく進展し、学会での発表、専門誌へ
の論文の寄稿などについても、別に列挙する
とおりの成果があった。 

合宿研究会の主要な目的は、ブリテン諸島
の歴史の総合的再構築の具体的な所産とし
て共著を公刊するための密接な討議であっ
た。これをふまえて研究組織メンバー全員で
共著『イギリス史研究入門』（山川出版社、
2010 年刊行予定）の執筆に専念し、鋭意、
編集・校正中である。 
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